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スペシャルオリンピックスでボランティア活動

山形東濤会の有志３０人

［スケート会場で警備と駐車場係］
[image: image3.bmp]スペシャルオリンピックス（ＳＯ）日本・冬季山形大会が３月７日から３日間、蔵王スキー場や山形市内の総合体育館、スケート場で開かれた。山形東濤会（秋葉建司会長）の有志３０人もボランティア活動で参加した。
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ＳＯは知的発達が十分でなかった人たちのスポーツ大会。今回は全国各地から約６５０人が参加し、アルペンスキーやスノーボード、スピードスケート、フィギュアスケートなどが行われた。

［細川名誉会長から感謝の言葉］
ボランティア活動における山形東濤会の担当は、ウェルサンピア山形スケート場の会場警備と駐車場係。競技が行われた８日と９日、それぞれ１５人ずつが活動に参加した。両日とも朝７時に集合。会場警備はスタンドとその周辺で応援に来た人たちを所定の客席に案内し、駐車場係は大会関係車と一般車を混雑のないように誘導した。大会最終日の９日は細川佳代子・大会名誉会長から直接、感謝の言葉を受けた。
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［小川徳男君の来形がきっかけ］
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山形東濤会のＳＯボランティアは一年前の２００７年４月、トヨタ輸送の社長だった小川徳男君が来形してから始まった。小川君は企業ぐるみでＳＯを支援している。今回の大会を成功させるため、細川名誉会長と共に来形し、講演会や支援パーティーなどで県民に協力を呼び掛けた。小川君と高校同期生の山形東濤会も全面的に協力することになり、支援講演会やパーティーに３０数人が出席。ボランティア募集にも３０人が登録した。大会３週間前の支援コンサートではチケット１５０枚を売りさばき、コンサート前夜のコバケンを囲むレセプションにも多数、出席するなど、一貫して大会の盛り上げに協力した。（小笠原英雄記）

東士会（東高11回生）と親善対局

山形東濤会囲碁愛好会
山形東濤会の囲碁愛好会は３月９日（日）午前９時４５分から、山形市滑川の碁会所「帰去来館」で東士会の囲碁愛好者と親善交流戦を開いた。

東士会は東高で１年後輩の東高11回生。交流戦は一昨年以来、２度目になる。東濤会から阿部杉人、岩田充巨、加藤洋一、清水彬、園部稔、杉浦文明、豊島恭介、三井幸太郎、渡辺宏一の９君、東士会からは８人が参加した。１人４～５回ずつの対局を行い、戦績はほぼ互角。この間、昼食はそば粉100㌫の手打ちそばに天ぷらが付き、対局中は山崎昌宏館長（東高６回生）の手製ハムをいただきながらビールや日本酒でのどを潤し、午後４時ころまで楽しいひと時を過ごした。（鈴木正朗記）
岡部正美君が功労者表彰・東高体育ＯＢ会総会

２月２日恒例の東高体育ＯＢ会の総会並びに懇親会が今年も山形グランドホテルの２階大ホールで開かれた。席上、野球部ＯＢの岡部正美君が功労者として感謝状を受けた。

岡部君は東高入学当初から強打者として期待され、２年生から４番打者の重責を担った。2年生のとき、夏の全国大会が第40回記念大会。１県１校が甲子園出場に出場できる年だった。東高は決勝まで勝ち進み、もう一つ勝てば甲子園の夢が叶うところだったが、惜しくも山形南に敗れてしまった。

３年生のシーズンは準々決勝で敗退し、甲子園出場こそ果たせなかったものの、岡部君は県高校球界のスラッガーとして活躍した。社会人になってからも現役野球部が関東地区へ遠征すると練習会場を世話するなど、東高野球部の強化に尽力した。（小笠原英雄記）
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まちなみデザイン賞の旧家
【元禄時代から１１代目・田中和一君（山形市陣場）】
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山形市の北西部。国道１１２号から旧陣場街道に入り、江俣郵便局を過ぎると街道沿いに下が黒い板張り、上は白い塗り壁に屋根付きの塀をめぐらした旧家がある。平成１０年に山形市の「まちなみデザイン賞」を受けた田中和一君の自宅だ。住所は山形市陣場１丁目６－１４（〒９９０－０８６４）。１６８０年代の後半、元禄時代に隣村（江俣）の旧家から分家した。屋号は「伝右エ門」。和一君は１１代目に当たるという。

広い敷地に現在の住まいと、かつて生活していた旧母屋や蔵座敷、道具蔵、作業小屋などが並ぶ。旧母屋は木造平屋建ての寄せ棟造り。屋根はカラートタン葺きで太陽光の発電装置を設置しているが、かつては茅葺きだった。棟札とか記録が残っていないため、はっきりした建築年代は分からない。しかし屋根裏から見つかった祈祷札などから、明治初頭の建物と推定されている。今、文化庁に登録有形文化財（建造物）の登録を申請中で、６月２０日ころ答申の予定という。
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今回は遠藤彰君、横倉光年君、清水彬君、鈴木正朗君、三井幸太郎君らと共に田中家を訪れ、代々伝えられた所蔵品の中から毎年、３月３日の雛祭りにあわせて飾る「雛人形」と江戸時代の「（お伊勢参り）道中記」を見せてもらった。

雛人形は古今雛の御殿飾り。最上段に京都御所の紫宸殿を模した御殿を配し、その中に内裏雛と３人官女が飾ってある。
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精巧な細工の御殿は以前、組み上げるのに半日、掛かった。最近は組み上げた御殿をそのまま片付け、翌年また出して飾る方法なので大分楽になったという。

御殿の脇には右近の橘と左近の桜。そして階の両脇には弓矢、太刀を持った随臣が控えている。２段目は中央に５人囃し。両脇に七福神の大黒天と恵比寿様が並ぶ。

３段目左側の折り戸を挟んで琴を弾く女性と笛を吹く男性は、黒田節とか平家物語に出てくる「想夫恋」と三井君が解説してくれた。右側は「牛若丸と鞍馬天狗」。このほか下段には手の込んだ道具類や珍しい御所人形なども飾ってあった。
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一般公開はしていないが、「山形の歴史と文化」という本で取り上げられた。[image: image13.jpg]


和一君は「毎年３月初旬から４月初旬まで展示している。旧友の皆さんのお越しをお待ちしています（要予約）」と話している。

お伊勢参りは江戸時代、庶民の観光旅行でもあった。山形近辺の集落からも講をつくって毎年、交代で出掛けていたらしい。田中家に残されていた「道中記」は宝暦１４年（１７６４）に出掛けた４代目が綴り、ほぼ３０年後の寛政８年（１７９６）に出掛けた５代目が手を加えたものらしい。
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上山の楢下から金山峠を越えて七ヶ宿、桑折、福島と歩んで行く旅の行程や各地の名物、宿の値段から食べ物の印象などが細かく記されている。同じ宿でも４代目が「良かった」と書いたのに、５代目は「２度と泊まるべきでない」と訂正の筆を入れるなど、意見が分かれているところもあって、なかなか面白い。

原本を読むのは容易でない。和一君は古文書の専門家から解読してもらい、現代文にしたものをＡ４版の冊子にまとめた。これを原本とセットで保存しているという。

［追記］後日、平家物語をひもといてみた。巻第６に小督（こごう）という女性が登場する。宮中一の美人。琴の名手でもある。帝の寵愛を受けていたが、清盛の圧力で突然、姿を消してしまう。悲嘆の帝は笛の名手でもある腹心の源仲国に探索を命じる。

手がかりは片折戸のある家と琴の音。仲国はさんざん探し回ったところで、かすかに琴のような音を聞いた。峰の嵐か、松風の音か。それとも尋ねる人の琴の音だろうか。定かではないが、馬をひきとめて聞いてみると、折戸のある家から聞こえてくるのは、まぎれもなく小督局が弾く琴の音だった。しかも曲は夫を想って恋うるという「想夫恋」。仲国は腰から抜いた笛を吹いて帝の使いで来たことを知らせるという話だった。黒田節でも「峰の嵐か松風か　訪ぬる人の琴の音か　駒ひきとめて聞くほどに　爪音頻（しる）き　想夫恋」と歌われる。謡曲歴の長い鈴木展夫君が「小督」は能の題材にもなっている―と教えてくれた。（小笠原英雄記）
中村弘君（三重県朝日町在住）のフォト作品

三重県朝日町在住の中村弘君が定年退職後に始めたという写真（デジタルカメラ一眼レフ）の作品を届けてくれた。始めてまだ２年足らずと言いながら四日市大学（コミュニティ・カレッジ）の写真講座を受講し、着々と傑作をものにしている。
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その一つが四日市観光協会のコンテストで銀賞に輝いた。四日市の「鯨船祭」を題材にした作品で、豪華な屋形や彫刻で飾り付けた鯨船を勇壮に操る若者の姿を絶妙のタイミングでとらえ、絵はがきにもなった。
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また桑名市の水郷花火大会で撮影した「薄暮花火」は、四日市コミュニティーカレッジのポスターに採用された。まだ茜色が残る夕空に華麗な光の花が咲き、水面をも淡く染める。さらにライトアップに浮き立つ鉄橋などが見事な構図でキャッチされ、夏を彩る花火大会の幕開けというか、序曲ともいえるような情景が鮮やかに表現されている。

今回はこのほか愛知県津島市の「尾張津島天王祭」、岐阜県郡上八幡の「郡上踊り」、岐阜県海津市の「左義長火祭り」、京都の「祇園祭」、愛知県三河地方で盛んな「手筒花火」、桑名市長島町の「なばなの里イルミネーション」、奈良県宇陀市本郷の「又兵衛桜」、さらに名古屋城や長谷寺、京都妙傳寺、岐阜県海津堤の桜、木曽御岳山ろくの紅葉、乗鞍岳、伊吹山、奈良大台ヶ原の風景など二十数点をＣＤに収録して送ってくれた。以下はその作品から。


桑名市「なばなの里」のイルミネーション


　愛知の手筒花火


長谷寺の桜


木曽御岳山麓

乗鞍岳
三井幸太郎君が句集「仏の息」を上梓

俳句結社「人」の山形支社長で、山形県俳人協会の副会長でもる三井幸太郎（量光）君が今年２月、第２句集「仏の息」＝写真右＝を上梓した。

第１句集「銅鐸」を出版した後の昭和５９年から平成１０年までの３６６句を収録。年代ごとに昭和５９年～６１年を「水のかたち」、同６２年～平成元年を「火を入る」、同２年～４年を「夜景」、同５年～７年を「緑茶汲む」、同８年～１０年を「同じ手」のタイトルでまとめてある。

巻頭、佐藤麻績さん（「人」主宰）の序によると、三井君の句は「生活者として堅実に生き、無闇に世事に流されない作者らしく、何処まで行っても人間性の温かい作品が特長」という。

句集名は「神の手に仏の息に飛花落花」の句から採られている。１８年前、赤湯温泉桜まつりの第１回全国俳句大会で特選に輝いた作品で、烏帽子山公園の句碑に刻まれているという。

また、各年代のタイトルは「掌に掬ふ水のかたちに初夢を」「封人の囲炉裏に蟇よ火を入れよ」「夜景より弾かれてゐる烏賊釣火」「また蟇の鳴く夜が来て緑茶汲む」「種播きし同じ手をもて菜を間引く」の句による。

期間を平成１０年までに限定したのは、薫陶を受けた師・進藤一考主宰の逝去（平成１１年３月）で受けた衝撃が大きく、進藤主宰が健在だったときの作品を編集することによって、新たな出発の区切りにするという、いかにも三井君らしいこだわりがあったようだ。

以下は自選１０句から。「牡丹焚く後生に障りあるごとく」「麦秋のただに平らに朝の粥」「それらしき嘘という文字花茗荷」「筒抜けに笑ひし声が盆の家」「背伸びしてたかが五尺よ雪降れり」（清水　彬記）

東音会合唱団「第５回定期演奏会」（２月２４日）

鈴木哲雄君と岩田充巨君が出演

東音会合唱団の第５回定期演奏会が２月２４日（日）、山形市中央公民館ホール（アズ七日町）で開かれ、東濤会では鈴木哲雄君と岩田充巨君が出演した。

同合唱団は東高音楽部ＯＢ・ＯＧで構成し、平成８年から活動を始めた。メンバーは約５０人。２年に１回の演奏会開催を目指し、月２回の練習を重ねているという。
今回は男性合唱と混声合唱の２部構成。男性合唱は組曲「島よ」のほか「そうらん節」「野風増」など、混声合唱は組曲「海の詩」をはじめ「昴」「千の風になって」など、一般に馴染みの深い曲を含め、それぞれ幅の広いハーモニーを披露した。
鈴木（哲）君はテナーⅠ、岩田君はテナーⅡとして重責を果たし、客席では小生のほか佐藤章夫、鈴木展夫、三井幸太郎、鈴木敏子、市川みち、土井順子の諸氏が観賞した。東京から亀ヶ谷修子、木村千恵子の両氏も駆けつけたが、雪で山形新幹線が遅れ、演奏会には間に合わなかった。（鈴木正朗記）

訃　報

中島　勇雄君　平成１9年１２月２８日逝去。

〒５８６－００８３大阪府河内長野市緑ヶ丘南町１８－３。電話０７２１－５３－９３０５
小樽商大卒、日本ビクター勤務。東高同窓会関西支部幹事長。

石垣　宏君　平成２０年１月８日逝去。

〒９８６－０８５３宮城県石巻市門脇字築山６３－１９。電話０２２５－９６－８５４９

東北大大学院卒、宮城県高校教諭を退職後、石巻専修大学講師。
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薫風の候、益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。東濤会だより第4号がまとまりました。今回はスペシャルオリンピックス（ＳＯ）のボランティア活動や山形東濤会の総会並びに講演会、三井幸太郎君の句集「仏の息」、三重県在住の中村弘君から寄せられたフォト作品などを紹介します。


会員歴訪は山形市陣場の旧家・田中和一君宅におじゃましました。このほか山形東濤会囲碁愛好会の親善対局や鈴木哲雄君と岩田充巨君が出演した東音会合唱団の定期演奏会、岡部正美君が感謝状を受けた東高体育ＯＢ会の総会並びに懇親会をまとめました。


次号からの話題提供をお待ちしています。県外からの投稿や紹介も大歓迎です。編集事務局・鈴木正朗君（０２３－６０８－７１９２、携帯０９０－１３７４－２４４９）へご一報ください。（編集スタッフ一同）





【東濤会だより編集スタッフ】


◇事務局＝鈴木　正朗  ０２３－６０８－７１９２　� HYPERLINK "mailto:aez76260@wind.odn.ne.jp" ��　aez76260@wind.odn.ne.jp�　


　　　　　（携帯）０９０－１３７４－２４４９   


◇委　員＝小笠原英雄　０２３－６３２－９１５５　　oga-1629@agate.plala.or.jp 


松永　貴夫  ０５０－３０１４－５７４４


清水 　 彬  ０５０－７５４７―９２４９　a-17-k@amber.plala.or.jp   


近藤　元一　０２３－６３１－３８００　　motokazu@ic-net.or.jp








尾張津島天王祭





ポスターになった「薄暮花火」





四日市・鯨船祭





２代当主にわたる道中記





田中君（中央）の話に耳を傾ける東濤会の面々





古今雛の御殿飾り











旧街道の歴史を伝える田中邸





大会最終日参加の面々











インターネット東濤会ホームページは


� HYPERLINK "http://Mkm.Mydns.jp" ��http://Mkm.Mydns.jp� 又は� HYPERLINK "http://www3.ic-net.or.jp/~motokazu" ��http://www3.ic-net.or.jp/~motokazu�の近藤元一ホームページ


の中の「別室のホームページ」からアクセスしてください。





おじゃまします（会員歴訪）





大会２日目参加の諸君（松田博之君提供）
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